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南極大陸やグリーンランドで採取される氷床コアに含まれる火山灰層は，短期間の気候変化に

つながる大規模な噴火に関係するものが含まれることからその検出の意義は大きい。火山灰中に

は Fe203などの磁性体粒子が混入しており，非破壊的に検出するには SQUID が有効である。従来，

岩石学や古磁気学においては米国 2G 社の SQUID	
 magnetometer システム[1]が用いられており，南

極で採取された火山灰を含む氷の磁場を計測した例がある[2]。しかしながら検出コイル内にサン

プルを通過させる方式であるため，空間分解能に乏しく，氷床コアに積層した火山灰層を分離す

ることが難しい。そこで我々は，SQUID	
 gradiometer を用いて氷床コア中に存在する火山灰層を

検出する方法を検討した。	
 

使用した gradiometer はベースライン 3mm，検出コイル 1.5mm×1.5mm で，磁場分解能は約 10fT/

√Hz/mm@white である。この gradiometer を 3 軸構成にし，火山灰検出の検証実験を行った。氷

床コアの代わりに，鹿児島県で採取された桜島の火山灰を，約 200cc の寒天溶液に対し 5mg およ

び 50mg 混入させて固めた直径 60mmφ，長さ 100mm のカマボコ型の疑似サンプルを用意した。こ

のサンプルを非磁性のトレイに載せ，ベルトコンベヤで移動させながら信号の検出を試みた。図

1 にシステムの外観を示す。実験は磁気シールドルーム内で行い，サンプル移動速度は 5.6mm/sec，

計測帯域は DC~20Hz，サンプリングを 100Hz とした。図 2 にサンプルに垂直な Z 方向における検

出波形を示す。横軸はサンプル移動開始からの経過時間に相当し，45~63sec が gradiometer 直

下における寒天の通過時間に対応する。上の波形は採取したままの状態，すなわち地磁気中で寒

天が固まった時に獲得された自然残留磁場を示しており（Natural），火山灰 5mg の場合（青）検

出できているとは言い難いが，50mg の場合（赤）には 10pT 程度の信号が確認できる。一方，下

の波形はNaturalの計測後にカンテン円筒軸方向に25mTの磁場で磁化させ再計測したものである。

磁化を行うことで 5mg の場合（青）でも 50pT 程度の明瞭な信号が得られることがわかった。	
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